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研究要旨 

 2016 年の国民生活基礎調査を用いて、悩みや相談に関する現状を調べた。悩みの原因別で頻度が

高いものは「自分の仕事」「自分の病気や介護」「収入・家計・借金等」であり、心理的苦痛が強い

ものは「いじめ・セクハラ」「生きがいに関すること」「離婚」であった。悩みの原因にかかわらず

相談できていない人の割合は低い一方で、相談できていない人における心理的苦痛は強かった。都

市の規模別での比較では、相談できていない人における心理的苦痛の強さは大都市群の方がやや強

かったものの、小都市群の方が相談できていない人の割合が高く、大都市群における心理的苦痛の

強さには相談以外の要因が少なからず影響を与えている可能性が示唆された。これらの結果は今後

の施策を考える上での資料の一つになると考えられる。 

 

研究協力者 

片岡真由美 東京大学大学院医学系研究科精神

保健学分野 
 

Ａ．研究目的 

 健康日本２１（第二次）「こころの健康」では

４つの目標項目が掲げられているが、他の３つ

の項目に改善傾向が認められているのに対し、

「気分障害・不安障害に相当する心理的苦痛を

感じている者の割合の減少」に関しては改善の

傾向が認められておらず、対策の必要性が高い

(1)。精神疾患や心理的苦痛のわが国における

地域格差については、まだ十分に調べられてい

なかったため、昨年度は世界精神保健調査日本

調査を用いた解析を行い、大都市（政令市と東

京 23 区）に居住していることは小都市（人口

10 万人未満の自治体）に居住していることと比

べて何らかの精神疾患を有していることとの

関連が示唆された。しかしこの関連は個人レベ

ル・都市レベルのソーシャルサポートを調整す

ると有意ではなくなった。 

ソーシャルサポートに関連する指標として

政府統計でモニタリングが可能なものとして、

国民生活基礎調査で調べられている「悩みやス

トレスの有無とその相談状況」がある。そこで

今年度は、2016 年の国民生活基礎調査の「悩み

やストレスの有無とその相談状況」を用いて、

悩みや相談に関する現状と、その都市の規模別

の比較および性差や高齢者の特徴について調

べた。 

 

Ｂ．研究方法 

 2016 年の国民生活基礎調査の健康票を用い

た。国民生活基礎調査は統計法に基づく基幹統

計調査として国が行っている調査であり、３年

ごとの大規模調査では全国の国勢調査区から

層化無作為抽出した 5410 地区内のすべての世

帯（約 29万世帯）およびその世帯員（約 71 万

人）が調査対象となり、2016 年の調査の回答率

は 77.5％であった(1)。なお、健康票において

悩みやストレスに関する質問の対象となるの

は 12歳以上であった。 

 心理的苦痛は自己記入式質問紙Ｋ６で評価

した。Ｋ６は過去 30 日間の不安・うつ症状を評

価する６項目の自己記入式質問紙で、0-24 点の

範囲をとる。本研究では連続量として扱い平均
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値と標準偏差（SD）を算出したが、国際的によ

く用いられるカットオフ値として5点および13

点がある（2）。 

悩みやストレスについては、国民生活基礎調

査の質問項目に含まれている19種類の悩み（家

族の人間関係、家族以外の人間関係、恋愛・性

に関すること、結婚、離婚、いじめ・セクシャ

ルハラスメント、生きがいに関すること、自由

にできる時間がないこと、収入・家計・借金等、

自分の病気や介護、家族の病気や介護、妊娠・

出産、育児、家事、自分の学業・受験・進学、

子どもの教育、自分の仕事、家族の仕事、住ま

いや生活環境）の原因ごとに、最も気になる悩

みとして持っている人の人数とＫ６の平均値

を求め、悩みを持っている人数が多い上位３位

の悩みと、Ｋ６の平均点が高い上位３位の悩み

を特定した。それら６つの悩みをどのように相

談しているかについて、国民生活基礎調査の質

問項目に含まれている 11 種類の相談状況（家

族へ相談、友人・知人に相談、職場の上司・学

校の先生に相談、公的な機関の相談窓口を利用、

民間の相談機関を利用、病院・診療所の医師に

相談、テレビ・ラジオ・新聞等の相談コーナー

を利用、上記以外で相談、相談したいが誰にも

送電できないでいる、相談したいがどこに相談

したらよいかわからない、相談する必要はない

ので誰にも相談していない）の有無でそれぞれ

２群に分け、群間のＫ６の平均点を性別および

都市の規模別で比較した。 

都市の規模別の比較に関しては、利用可能な

地域に関するデータが都道府県レベルであっ

たため、便宜的に、人口の３分の２以上が大都

市（政令市または東京 23 区）に居住している東

京都と神奈川県の住民を大都市群、人口の３分

の２以上が小都市（人口10万人未満の自治体）

に居住している秋田県、山梨県、福井県、徳島

県の住民を小都市群として、大都市群と小都市

群の比較を行った。統計ソフトは SPSS ver27.0

を用いた。 

 

Ｃ．研究結果 

 悩みやストレスの有無について回答があっ

た 484,653 人のうち、悩みがあると回答したの

は 232,419人（48.0％）であった。このなかで

「最も気になる悩み」およびＫ６に回答した

198,742 人を解析対象とした。 

 悩みを持っている人数が多い上位３位の悩

みは、自分の仕事（44539 人、Ｋ６平均点 4.9

（SD 4.5）点）、自分の病気や介護（28675人、

Ｋ６平均点 6.3（SD 5.1）点）、収入・家計・借

金等（28607人、Ｋ６平均点 5.6（SD 5.0）点）

であった。なお、65 歳以上では悩みを持ってい

る人数が最も多いのは自分の病気や介護であ

った（表１）。 

 一方、Ｋ６の平均点が高い上位３位の悩みは、

いじめ・セクハラ（626 人、Ｋ６平均点 9.2（SD 

6.1）点）、生きがいに関すること（5375人、Ｋ

６平均点 7.9（SD 5.6）点）、離婚（357人、Ｋ

６平均点 7.7（SD 6.5）点）であった。 

上記６つの悩みについて、11種類の相談状況

の有無でそれぞれ２群に分け、群間のＫ６の平

均点を都市の規模別で比較した（表２、表３）。

すべての悩みで、「相談したいが誰にも相談で

きないでいる」「相談したいがどこに相談した

らよいかわからない」と回答した群のＫ６の得

点が高く、５点を超えていた。都市の規模別の

比較に関しては、「相談したいが誰にも相談で

きないでいる」「相談したいがどこに相談した

らよいかわからない」人におけるＫ６の得点は

大都市群の方がやや高かったが、小都市群の方

が「相談したいが誰にも相談できないでいる」

「相談したいがどこに相談したらよいかわか

らない」人の割合がやや高かった。 

65 歳以上で自分の病気や介護について悩み

を持っている人においても、小都市群のほうが

相談できていない人の割合がやや高かった。な

お性差に関しては、Ｋ６の得点は一貫して女性

の方が高かったが、「相談したいが誰にも相談

できないでいる」「相談したいがどこに相談し

たらよいかわからない」と回答した割合は男性
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の方が高かった。 

 

Ｄ．考 察 

悩みの原因にかかわらず「相談したいが誰に

も相談できないでいる」「相談したいがどこに

相談したらよいかわからない」と回答した人の

心理的苦痛は強く、サポート源があること、サ

ポートを求めることができるということが心

理的苦痛の軽減のために重要であることが確

認された。また、相談できていない人の割合は、

大部分の悩みに関しては 10％以下であり、2016

年の時点では大部分の人が悩みの相談先を確

保できていることが示唆された。 

都市の規模別での比較に関しては、相談でき

ていない人における心理的苦痛の強さは大都

市群の方がやや強かったものの、小都市群の方

が相談できていない人の割合が高く、昨年度の

本研究の知見と一部は一致しない結果であっ

た。大都市群における心理的苦痛の強さには、

悩みを相談できないということ以外の要因が

少なからず影響を与えている可能性が示唆さ

れた。 

性差に関しては相談できていない人の割合

はおしなべて男性の方が高く、他者にサポート

を求めることに関する啓発は、男性においてよ

り重要と考えられた。 

 

Ｅ．結 論 

2016 年の国民生活基礎調査を用いて、悩みや

相談に関する現状を調べた結果、悩みの原因で

頻度が高いものは「自分の仕事」「自分の病気や

介護」「収入・家計・借金等」であり、心理的苦

痛が強いものは「いじめ・セクハラ」「生きがい

に関すること」「離婚」であった。悩みの原因に

かかわらず相談できていない人の割合は低い

一方で、相談できていない人における心理的苦

痛は強かった。 

都市の規模別での比較では、相談できていな

い人における心理的苦痛の強さは大都市群の

方がやや強かったものの、小都市群の方が相談

できていない人の割合が高く、大都市群におけ

る心理的苦痛の強さには悩みを相談できない

こと以外の要因が少なからず影響を与えてい

る可能性が示唆された。 

これらの結果は今後の施策を考える上での

資料の一つになると考えられる。 
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